
 

 

３月１日、新橋小学校で毎年恒例の新橋連合自治会防

災訓練が開催されました。藤野連合会長の挨拶の後、 

野垣防災拠点運営委員長の指揮のもと訓練が開始され

ました。訓練は、約 300 名の参加者が 4 班に分かれ、体

育館でのスペース体験、炊き出し訓練、起震車による揺

れ体験、緊急給水装置での給水訓練、消火器による消火

訓練、はまっこトイレの使い方など豊富な内容でした。 

 スペース体験では、 

（アース付き）コンセン

トに差し込むだけで地震

時に電気を遮断する感震

ブレーカーの説明があり

ました。地震時の火災の

多くが電気系統によるこ

とを考えると、設置が容易 

で工事も不要なのでとても良いと対策だと思いました。 

起震車による揺れ体験

では、震度７の揺れの

すさまじさを再認識し

ました。東日本大震災

で被災された方々がい

かに大変だったかを実

感しました。 

  

 

はまっこトイレは、断水 

でトイレを使えなくなっ

た時にはとても助かる設

備ですが、水栓ではなく、

不特定多数の方々が利用

するので、清潔に使用 

することが大切であることを痛感しました。 

 最後に炊き出し訓

練で炊きあがったご

飯をお土産に頂き訓

練を終了しました。

準備をしていただい

た関係者の皆様に感

謝致します。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 1 月 24 日、新橋小学校で新しい地域のお祭り「第 1

回つながるフェス」が開

催されました。 

 毎年開催していた新橋

連合自治会主催の夏祭り

が酷暑と役員の高齢化な

どにより中止になり、地

域イベントが縮小する中

で、地域や学校、子ども達

の保護者等がしっかりと 

つながり、子ども達の居場

所を作りたいという願いか

ら、新橋小学校歴代 PTA 会

長らが中心となって企画し、

地元企業をはじめ、関係諸 

 

団体、地域内の各施設な

どの賛同を得て開催の運

びになりました。 

 当日は、子ども達が運

営するゲームコーナー

や、体育館では総合学習の研究発表、いずみ野中学吹奏

楽の演奏などがありました。また、校庭には地元企業や

関係諸団体、各施設の模擬店が多数並び、来場者を楽し

ませていました。 

 今までのお祭りは自治

会などが主催するもので

したが、つながるフェス

はPTAをはじめ地域内の

地元企業、鳩の森愛の詩

保育園、弥生台幼稚園、キ

ッズクラブ、ぴぐれっと、 

 

横浜ルンビニー保育園など

の諸施設、スポーツチーム、

地区社協、更には新橋小の

生徒達が一体となって作り

上げたお祭りです。会場に

は 1,500 名以上の来場者が

あり、大成功だったと言えましょう。 

今後も続くことを期待します。  

第 1 回つながるフェス開催(1/24) 
      つながるフェス実行委員会  
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 題字は新橋下自治会の故大貫芳夫氏  

新橋連合自治会防災訓練が開催(3/1) 

      新橋小学校防災拠点運営委員会 

  新橋地区社会福祉協議会  

スペース体験 
 

起震車による揺れ体験 

消火訓練 

はまっこトイレは清潔に利用しましょう 

地元企業も出店 

生徒運営によるゲームコーナー 

YCV も取材に来たよ 

総合学習の研究発表 

会場は来場者で大賑わい 



 

 
 1/28 あすなろ幼稚園、1/30 弥生台幼稚園で交通安全

教室が開催されました。この春から小学生になる子ども

達は登校時に道路を歩く

ことになるので、交通ル

ールをしっかり身につけ

て、自分の命は自分で守

ることを学びました。教

室内に信号機や横断歩道

がセットされ、泉警察署

交通課署員の指導のもと  

 

実際に歩く練習を行い

ました。横断歩道では

右・左・右と 3 回左右

を確認すること、右手

をしっかり上げて渡る

こと、車が止まってく

れた時には、運転手と   

アイコンタクトして 

意思疎通を行うことの

大切さを学びました。私たち大人も、事故が起きないよ

う子ども達を見守っていきましょう。 

 

 

 

 

 1 月 31 日講談社お話し隊

が 3 年ぶりに新橋連合自治

会館にやって来ました。 

 自治会館前の広場にはキ

ャラバンカーによる移動図

書館が開設、沢山の絵本が

用意され子ども達が興味深

そうに見ていました。 

 自治会館１階では、キャ

ラバン隊による絵本の読み

聞かせ会が開かれ、親子で 

 

真剣に、かつ楽しそうに聞いて

いました。お話し隊には 30 名

近くの親子が参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（株）マルエツによる移動販売が、昨年 9 月より新橋地

区４か所（新橋連合自治会館、新橋第一住宅駐車場、新

橋巡礼坂公園、新橋天神の森公園）で開始され約半年が

経過しました。各販売所とも平均 15～25 名程度の来客

数があり、ほぼ定着し

つつあります。常連客

も増え、買い物ついで

にお客同士で立ち話し

をするなど交流の輪が

広がり、地域活動の入

口として機能しつつあ

ります。現在泉区内で

10 か所運営していま 

すが、1 か所は来客数が 

少ないために閉鎖されたとのことです。買い物ついでに

知り合い同士で話しを

したり、お互いに安否を

確認しあうなど大切な

場となりつつあるので、

移動販売が今後も長く

続くことを願っていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 様々な地域活動に熱心に取り組まれた以下の方々が

功労者表彰を受けました。長い間、地域のために貢献さ

れたことに感謝致します。 

 

①永年在職者表彰（会長 10 年永年表彰） 

  新橋中自治会会長  津吹 明宏  様 

 

② 横浜市交通安全功労者 

  堂山自治会     吉川 香奈子 様 

 

③ 新橋小学校地域活動功労者 

  新橋下自治会   故大貫 芳夫  様  

    〃       相原 重幸  様 

 

④ 横浜市社会福祉功労者 

   新橋中自治会   横内 幸枝  様 

   新橋下自治会   鈴木 裕子  様 

   新橋下自治会   大貫 ツル子 様 

 

 

 

 

 

移動販売が定着 

       

 

講談社お話し隊が来たよ（1/31） 
 

 

交通安全教室開催（1/28,30） 

       

 

地域活動で功労者表彰  
 

 

交通安全教育の風景 

横断歩道は手をあげて 
わたりましょう 
 

移動図書館 

キャラバン隊による読み 

聞かせ風景 

このお弁当美味しそうね～ 
買おうかしら 

今日の夕ご飯何にしよう
かしら 



 

 

関東大震災を凌ぎ、戦後の都市化の波に消えることな

く今も堂々たる姿を見ることができる建物が、この新橋

町にもまだいくつか残されていることをご存じでしょ

うか。今回は猪之鼻園主の鈴木勣様にお話しを聞くこと

ができましたのでご紹介しましょう。 

この建物は、明治期に鈴木家の住居として建てられま

した。鈴木家当主は代々源之丞を名乗り、阿久和領主で

あった安藤氏のいわゆる用人として重きをなしていた

と思われます。古くは相模新橋付近から阿久和南一丁目

にかけて字猪之鼻と呼ばれていました。この辺りは丘が

迫ってきて地形が

猪之鼻に似ている

からと言われてい

ますが、鈴木家で

は三河の猪鼻湖に

由来すると伝えら

れており、その出

自を窺わせる話で

す。 

 

 

3 月 19 日、新橋小学校で R7 年度卒業式が行われま

した。校庭では卒業生の皆さんが晴れやかな笑顔で、沢

山のご両親、ご家族が見守る中を歩きました。観客の中

にご両親を見つけて手を振る子、声を掛け合う親子など、

様々な光景が見られました。先生たちもうれしそうです。 

見送りの儀式の

後は、ここかしこで

友達と名残惜しそ

うに話しあう子等、

記念撮影をする親

子など、学校との最

後の別れを惜しん

でいました。今年の

卒業生は 101 名、 

4 月に入学する新入生もほぼ同数の 100 人弱だと校長

先生から伺いました。卒

業生の皆さん、目標に向

かって悔いのない青春

を歩んで頂きたいと思

います。卒業おめでとう。 

 

 

 

 

鈴木家は、明治維新後も地主として繁栄していました

が、戦後の農地改革でほとんどの農地を失い、建物も荒

廃して中から星が見えたとか。しかし、現当主が奥様と

ともに力を合わせて建物を救ったのでした。 

建物は、当初茅葺きであったため屋根は急勾配です。

三階建ての二階部分は蚕室を想定していたようです。用

材は神明社の裏山で調達、突貫工事で建築したため乾燥

が十分でなく後々シロアリに悩まされることに。おまけ

に大震災で少し傾いてしまい、百人ほどの人足を集めて

縄で引っ張って直そうとしたのですが、結局完全には治

らずじまい。それでも内部はとても素敵な空間に生まれ

変わっています。 

横浜市内でも古民家

を残すべく、ギャラリ

ーやカフェで活用する

試みが行われていま

す。猪之鼻庭もまだま

だ現役で頑張ってほし

いですね。 

 

 

 

 

 

 2/21～27、泉区役所１F ホールにおいて泉わくわくプ

ラン推進イベントが開

催され、新橋地区社協

の活動を紹介する展示

を行いました。 

 このイベントは、泉

区内 12 ケ所の地区社

協及び関係諸団体が、

一年間の地域活動を紹

介するものです。 

各地区社協はそれぞれ個性のある活動を紹介してお

り、どのような活動に力を入れているかがわかります。 

新橋地区社協は竹灯籠祭りの他、コミュニティーしん

ばし食堂、気軽にサロン、新橋アッテ祭り、助け合いぬ

くもり隊など日頃取り組んでいる事業や活動を紹介し

ました。また、青

少年育成部のつま

み細工や、竹炭の

会の竹炭細工、竹

炭アートフラワー、

立体フラワーなど

の作品を展示しま

した。 

 

 

昔の面影が残る猪之鼻庭外観 

悠遊散歩第 11 回  「猪之鼻庭：関東大震災を耐え抜いた旧鈴木邸」  

泉わくわくプラン推進イベントで展示 

 （2/21～27）  新橋地区社会福祉協議会 

もとは茅葺屋根だったため急勾配 

展示の様子 

この竹炭アートフラワーきれいね～ 

見送りの儀式の様子 

また会おうね！ 



 

 

＜新橋連合自治会・泉区・他＞ 場所：連合自治会館 

〇予算委員会  ： 4/4 13:00～ 
〇定例理事会  : 4/25 5/23  19:00～ 
〇総会     : 4/25  17:00～ 
          
 
＜新橋地区社協関係＞ 場所：連合自治会館 
〇定例役員会   : 4/25 10:30～ 
〇総会      ：  5/10 13:30 
〇しんばしカフェ:  4/28 5/26 9:30～11:30 
サロン          ゲームや簡単な体操でフレイル予防 

            参加費 100 円           
〇しんばし子育て:  4/3 5/1 10:00～11:30 
サロン          未就園児親子の交流の場です 
           参加費 50 円 会館２F 

〇気軽にサロン :  4/15 5/20 10:00～11:30 
育児中の親子の交流の場です 
参加費 50 円 

〇ふれあいサロン :  4/8,22 5/13,27  9:15～11:15 
寺子屋パソコン   楽しくパソコンを習います 
                参加費 200 円                    

〇コミュニティ :  4/18 5/16 昼食会 
しんばし食堂    一緒に楽しく食事をしましょう 
           12:00～14:00  無くなり次第終了 

           子ども100円、大人300円、お土産あり 
〇刃物研ぎサービス:  4/15 5/20 10:00～11:00 

無料で刃物を研ぎます  
雨天中止  

〇カレーを食べる会 : 4/15 5/20 11:30～13:00 
誰でも参加 OK です 

             参加費 200 円  
〇新橋自習クラブ : 4/4,11,18,25 5/9,16,23,30 

無料で学習支援を行います  
       <新橋地域ケアプラザ> 15:30～17:30 
〇新橋自然観察クラブ : 4/5、5/3 9:00～  

新橋地区をウオーキングします 
〇新橋ホームふれあい : 4/8,22 5/13,27 12:00～17:00     
 麻雀          麻雀を通して交流の場です 
       <新橋地域ケアプラザ>参加費 100 円 
〇助けあい   ： 草取り、庭木剪定など、困りごと 
ぬくもり隊    いつでも受付。Tel;070-3823-2789  

〇新橋竹炭をつくる会： 5 月 竹炭焼き予定 
〇ぴんころラジオ体操  :   4/7,21  5/5,19 10:00～ 

健康作りのための体操しましょう        
<まほろば憩いの広場>（新橋郵便局隣） 

 
 ＜問い合わせ先＞ 

 
 

    

 

2 月 27 日、新橋地区社協の竹炭の会は、中和田小学

校で竹炭細工教室を開催しました。  

同校 4 年 3 組(上木先生)は、今年度の総合学習で竹を

テーマに研究しました。竹炭の会は依頼を受けて、昨年

12 月 5 日の総合学習で竹のお話しをさせて頂き、第 2

弾として竹利用の一つである竹炭細工教室を開催する

ことになりました。竹炭の会会員及び地区社協役員の指

導のもと、用意した竹炭を使い竹炭アートフラワーを作

りました。生徒たちはナイフやニッパを使い、四苦八苦

しながら竹炭に花を活けていきます。それでも出来上が

った竹炭アートフラ

ワーを見てとても満

足そうです。作品は

同小学校の様々な箇

所に展示するそうで

す。 

 

 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇広報誌に関するご意見、ご要望及び自由投稿コーナ 

ーは下記メールアドレスに投稿してください。 

〇広報誌編集に興味のある方を募集しています。一緒に

やってみませんか。 

 

新橋連合自治会広報部メールアドレス 
 shinbashi.koho2022@gmail.com 
 

 
新橋地区社協電話番号：070-3823-2789 

４・５月の行事予定    

編集後記  
 

中和田小学校で竹炭細工教室  

広報誌編集委員 

 伊東 崇（新橋上）  足立伊千雄（新橋上） 

 松本正美（新橋下）  内藤道代（新橋中） 

渡辺祐二（堂山団地） 名取勝子（原弥生台） 

佐藤 大（日新団地） 大池真弓（新橋西） 

塩田恵子（第二住宅） 

 

    

きれいに出来て満足～ 

mailto:shinbashi.koho2022@gmail.com

